「片恋同盟（かたこいどうめい）」

世田谷区立世田谷中学校演劇部

平成２８年度世田谷区中学校演劇部地区発表会上演作品

脚本　柏木陽
キャスト

　団長

　団員（多数）
　女の子１～38（少なくてもＯＫ）
　先輩

　図書委員
　別の図書委員
　過去の女の子５，６

　過去の別の女の子

　過去の先生

◯
幕が開く。チャイムのような音がする。曲が始まる。（Hurry Up）
踊りを踊る少女たち。少女たちの声が聴こえる。

ある日私の下駄箱に、謎の手紙が入ってました。

手紙に差出人はなく、誰から来たのか謎でした。

手紙に書いてあったのは

手紙に書いてあったのは

苦しい胸の内でした。

それから廊下を歩くたび、誰が手紙を書いたのか、考えながら歩くので、胸はドキドキ心臓バクバク。

こんな生活していたらきっと早死してしまう！

なので下駄箱探偵に誰が手紙を書いたのか調査を依頼したいのです。

下駄箱探偵さん、よろしくお願いたします！

少女たちが去ると下駄箱探偵団颯爽と登場！

団長　　ということで我々下駄箱探偵団が調査に乗り出したわけだ。

団員　　そんなに大変なことなんですか？

団員　　そうですよ。ただ手紙が入ってただけなんでしょう？

団員　　私なんてお母さんからの伝言から友だちの頼みごと、謝罪の手紙までやたらと入ってますよ。

団員　　毎日下駄箱満杯です。

団員　　行方不明の上履きの調査から持ち主不明の大量のビニール傘

団員　　互い違いになったローファーや投げ込まれた画鋲の真意まで

団員　　他にもたくさん調査があるっていうのに

団員　　どうしても優先しなきゃいけない依頼なんですか？

団長　　私たちの調査対象は広く、時にその調査はより入り組んだ心の奥底へと入っていく。

団員　　はい？

団長　　手紙なんて今どき書くか？

団員　　書きますよ。年賀状に暑中見舞いやクリスマスカード！

団員　　誕生日のお祝いにも書きます。

団長　　しかーし！今回はそのどの時期にも一致しない！

団員　　じゃあ、なんだって言うんです？

団長　　書かれていた内容が問題だ。

団員　　どんな内容が？

団長　　そこに書かれていたのは苦しい胸の内。

団員　　苦しい胸の内？！

団員　　嫌がらせ？

団員　　いじめ？

団長　　ノンノンノン。

団員　　自殺をほのめかすお手紙。

団員　　遺書？

団長　　ノンノンノン。

団員　　差出人は？

団長　　不明！

団員　　宛名は？！

団長　　書かれていない！

団員　　それでも自分の下駄箱に手紙が入っていたら自分宛てかもと思う。

団員　　でも、自分への宛名が書いていなから何かの間違いなのかとも思う。

団員　　間違ってるの？

団員　　あってるの？

団長　　千々に乱れたその気持で我々に依頼してきたんだ。この謎解かなくては下駄箱探偵団と名乗れなくなるぞ。

団員　　手がかりは？

団員　　なし。

団員　　目撃者は？

団員　　なし。

団員　　これは大変な事件だ。

団長　　まずは聞き取り調査だ。この下駄箱になぜ手紙が入っていたのか！

団員　　はい！

  音楽（古畑任三郎のテーマ曲）
◯

生徒　　知らない

生徒　　見てない

生徒　　分からない

生徒　　来てない

生徒　　いない

生徒　　興味がない

生徒　　あ、その日は部活でその時間は体育館にいたから。

生徒　　すぐに帰っちゃったからね。分からないよ。

生徒　　委員会でそれどころじゃないもん。

生徒　　その日は先生に呼び出されてたんだよ。嘘だと思うなら◯◯に聞いてみろよ。

生徒　　手紙？さぁ、他の人のことまで分からないよね。

生徒　　いちいち下駄箱覗きこんでると思う？そんなことしたら変態じゃん。

生徒　　怪しい人物？あんたたちが一番怪しいんじゃない？

ヘトヘトになる下駄箱探偵団。

団員　　どうしましょう？誰も目撃者がいません。

団長　　うーん。

団員　　依頼者の女性の下駄箱は昇降口エリアの真ん中。

団員　　中段よりやや上、目線の高さ。

団員　　何かしていたとしてももっとも怪しまれない部分です。

団長　　どうしたら良い？

団員　　団長！誰か来ます！

団長　　なに？！総員隠れろ！！

女の子が肩を落とし寂しそうにやってくると別の女の子が気まずそうに声をかける。

女の子２　そんなに落ち込むことないよ。ほらまだ決まったわけでもないしさ。

女の子１　もう決まったの！もうだめなの！

女の子２　ダメかどうかなんて分かんないじゃん

女の子１　ダメでしょ！この状況はどう考えたってダメでしょ！

女の子２　そんなたかだか男に振られただけじゃん！

女の子１　（別の方を向く）うっ・・うっ・・・ううううううう！

女の子２　あ、ごめん、あの・・・

女の子１　マキちゃんなんてキライ！

女の子２　なんだよ！

団員　　団長気まずいです。

団長　　耐えろ！

団員　　団長シンドいです。

団長　　耐えろ！

女の子２　　だいたいあいつそんなに良いか？

女の子１　　（キッと睨む）

女の子２　　だってそんなにいいやつに思えないんだけど。

女の子１　なに言ってんの！真行寺くんの良さが分からないなんて、本当に信じらんない！あのスラっとした体型。スラっとした顔。スラっとした目元。

団員　　スラっとした男が好きなんですね。

団長　　シッ！

女の子１　あんなに細いカラダなのにたくましいところとか、意外に気を配れるところとか、いいところを数え上げればキリがないよ。

女の子２　　でもピーマン食べられないよ。

団員・女の子１　　え？！

女の子１　　なんでマキちゃんが知ってるの？！

女の子２　　同じ小学校だし。

女の子２　　小学校の時のあいつはそりゃあひどいもんだったわよ。

女の子１　　嘘だ。

女の子２　　女の子の髪を引っ張るわ、男子でつるんでスカートめくるわ。雨の日はドロ投げつてくるし、上履きにイモムシ入れてみたり。

女の子１　　やめてええええ！

女の子２　学校の池の鯉全滅させたり、図書室の本に落書きしたり。

女の子１　そんなの嘘だ！

女の子２　本当だって！

女の子１　じゃあ、なんで真行寺くんは転校してきたのよ。

女の子２　さあ。

女の子１　　真行寺くんに直接聞いてみる！

女の子２　　え？！

女の子１と２が去る。出てくる下駄箱探偵団。

団長　　よし！我々も追うぞ！

団員　　え？！

団長　　見失うな！！

◯

曲に合わせてバスケの試合のようなダンスのような。（Develpo the music）
女の子３が現れる。

体育会系の応援をしている。試合が終わる。

女の子３　お疲れ様でした。お疲れ様でした。お疲れ様でした。

下駄箱探偵団がやってくる。

団員　　完全に迷いました。

団員　　どうしましょう？

団長　　誰か来た！隠れろ！

女の子３が走り回って後片付けとか掃除とかする。そこへ女の子４が現れる。

女の子４　おつかれ。

女の子３　なんだお前か。

女の子４　なんだとは何よ。人がせっかく声かけてやってるのに。

女の子３　　なんか用？

女の子４　別に。

女の子３　あ、そ。

女の子４　ただ、どう思ってるかなって思って。

女の子３　うん・・・

女の子４　どうするの？

女の子３　　どうするって？

女の子４　続けるの？

女の子３　どうしようかな。

女の子４　続けても良いけどケガ直せば？高校だってあるんだし。

女の子３　うん。

女の子４　なによ。

女の子３　うん。

女の子４　　思ってるよりダメージでかかったんだ？

女の子３　うん？・・・うん。

女の子４　ふーん

女の子３　なんだよ。

団員　　どうしましょう？

団長　　耐えろ！

団員　　しかし！

団長　　耐えろ！！

先輩が通りかかる。

先輩　　お疲れー。

女の子３　　お疲れ様です！

先輩　　片付けよろしくね。

女の子３　　はい！

先輩が通りすぎるのを女の子３は目で追う。その様子を見つめる女の子４。

女の子３　　はあああああああ。

女の子４　　ふーん。

女の子３　　なんだよ。

女の子４　　別に。あれがセンパイ？

女の子３　　うん。

女の子４　　ふーん。まあ、かっこいい。か？

女の子３　　なんだよ。

女の子４　　だってさ、どこらへんが良いのかなあって。

女の子３　　え？全部。

女の子４　　は？

女の子３　　だから全部。

女の子４　　何よそれ。

女の子３　　すっごいうまいのに趣味読書なんだよ？

女の子４　　本ぐらい読むでしょ？！

女の子３　　何読むんですかって聞いたらマンヨウシュウだって。

女の子４　　へー。

女の子３　　和歌だよ？和歌。五七五。

女の子４　　それだと俳句。

女の子３　　え？

女の子４　　ま、今時珍しくもないしね。

女の子３　　は？

女の子４　　まあ、色々考えれば運動馬鹿。

女の子３　　は？なんだそれ！

女の子４　　おつかれ〜

女の子４去る。

女の子３　なんだよ。ムカつくな。小学生の頃からそうなんだ。あいつときたらいつも上から目線で。同い年なんだぞ！ちくしょー！先輩のことだってそうだよ。あいつ先輩の事になるとすぐにからかって。私は良いけど、先輩のことを馬鹿するなっていうんだよ！先輩は凄いんだ。初めてだらけの自分たちに凄く丁寧に教えてくれて、いつでも見守ってくれてて、一緒に練習してたら楽しいし、何でも話せるって言うか、どんな相談にも乗ってくれそうだし答えを返してくれそうだし、先輩頭もいいしものしりだしいつもよく分からない本を読んでてアニメ以外の映画見てて、これくらい当たり前だよって言ってて、だから部活の話だけじゃなくてもっと色々な話をしたいなって思ってて、それで、それで、、、、あれ？俺？どうしたいんだろう？先輩とどうなりたいんだろう？

◯

曲がかかる。踊る。（５ ７ ５）

女の子３　　先輩を目で追う自分気づけずに　シュート外した試合に負けた

下駄箱探偵団がやってくる。

団長　　おっとおあつらえ向きに隠れやすい図書室だ。

団員　　団長！

団長　　どうした？

団員　　漫画がありません。

団長　　読むな！

団員　　団長！

団長　　どうした？

団員　　高いところに届きません。

団長　　取るな！

団員　　肩車してあげようか？

団長　　やめろ！

一年生のワイワイしだす声を聞いて慌てて女の子３と下駄箱探偵団は近くにある本を取って読むフリをする。

一年生　　え？それまじ？

一年生　　しー！

一年生　　ええ？だってだって！

一年生　　あり得ないって！

一年生　　マジでマジで！

一年生　　本当に本当！

一年生　　だってそれじゃリアルBL？

一年生　　やだーーーー！！

図書委員　　（咳払い）んっんん！

一年生　　え？誰と誰が？

一年生　　それが先輩同士らしいんだけど、、、

一年生　　まじかあああ。

一年生　　ヤヴァイ。まじヤヴァイ。

図書委員　　読書強化月間には三冊以上の本を読みましょう。

一年生　　じゃあ、これお願いします。

一年生たち　　お願いしま〜す。

図書委員が次々と貸出を処理する。一年生たちさっきの話題をしながら去っていく。残される女の子３。

図書委員　　それ、借りる？

女の子３　　え？

図書委員　　それ、借りる？

女の子３　　え？あ、、、どうしよう。

図書委員　　もう閉めるんだけど。

女の子３　そうなんだ。ごめん。

図書委員　　読書強化月間には三冊以上の本を読みましょう。

女の子３　　わかってるよ。

図書委員　　先生もやめればいいのにねこんなこと。

女の子３　　え？

図書委員　　だってさ、読まないじゃん借りても。

女の子３　　え？あ、、、いや。

図書委員　　君が持ってるの金槐和歌集だよ？読むの？

女の子３　　キンカイ？

図書委員　　源実朝が編纂した和歌集。建暦三年に出来たって言われてる。ちなみに建暦三年は鎌倉時代ね。金槐和歌集が出来た時、源実朝２２歳、８年の和歌修行の集大成だって。１４歳から和歌の修行してたってことね。

女の子３　　え？え？え？

図書委員　　１４歳から和歌の修行ってどんなことしてたんだろう。

女の子３　　あ、、、、え、、、、、和歌、、、、。

図書委員　　（男の子の様子をうかがって）恩田陸とか面白いよ。有川浩とか三浦しをんとか。森見登美彦が好きだけど、これは私の趣味が入り過ぎてるよね。今、伊坂幸太郎がちょうどいいのがなくて。

女の子３　　あの、、、。

図書委員　　あ。小説苦手？私ノンフィクションがあんまり得意じゃなくて。骨の学校って面白みたいよ。あ、スポーツやってるんだよね。だったら、たった一人のオリンピックってどうかな？山際淳司さんの本に入ってるんだけど、、、、

女の子３　　あの！これ、借ります。

図書委員　　え？

女の子３　　これ、借ります。

図書委員　　そう？じゃあ。貸出期間は二週間になります。

女の子３　　ありがとう。

女の子３去る。

団長　　じゃあ、我々も。

団員　　団長！誰か来ます！

団長　　隠れろ！

入れ替わるように別の図書委員が入ってくる。

別の図書委員　　あれ？一人？先生は？

図書委員　　うん。来てないよ。

別の図書委員　　また？

図書委員　　会議じゃない？

別の図書委員　　まーじーでー。帰れないじゃん。

図書委員　　帰っていいよ。

別の図書委員　　え？悪いよ。

図書委員　　大丈夫大丈夫。もうじき来るだろうし。

別の図書委員　　そう？悪いね。あ、ねえ。私が行ってる塾来なよ。

図書委員　　え？なんで？

別の図書委員　　この前成績のことで先生と相談してたじゃん。

図書委員　　見てたの？

別の図書委員　　ごめんごめん。でもさ、うち来たら勉強に身が入るよ〜

図書委員　　スパルタなの？

別の図書委員　　個別指導の先生がイケメンなんだよ〜。

図書委員　　なんだそれ。

別の図書委員　　マジマジ。本当にかっこいいの。

図書委員　　本当に？

別の図書委員　　斎藤工？ディーン？坂口健太郎じゃあないんだよねえ。

図書委員　　詳しいね。

別の図書委員　　これまっとうな女子のモチベーションの上げ方ね。

図書委員　　イケメンが？

別の図書委員　　なんでも良いでしょ。成績上がれば。

図書委員　　それなあ。

団員　　団長きついです！

団長　　耐えろ！

団員　　団長もう無理です！

団長　　耐えろ！

別の図書委員　　ヤバイ！私の◯◯くんが始まっちゃう！

図書委員　　結局それかい！

別の図書委員　　じゃ！

図書委員その去っていく背を眺めている。（下駄箱探偵団はがんばって退場）並んでいる（であろう）本の背表紙を触る。

図書委員　　こころ　女生徒　堕落論　ヰタ・セクスアリス　仮面の告白　死者の書　雪国　風たちぬ　あなたが読んだ本はあるだろうか？あなたが読んだどんな文章でも良い。この中にあるならその文章を何遍でも何遍でも繰り返せる。あなたが読んだどんな文章でも良い。私の中に入れられるならどんなに難解な文章でも私は読んでみせる。

山は裂け　海は浅せなむ　世なりとも　君にふた心　わがあらめやも

源実朝はどんな思いでこの歌を詠んだだろう。地震があっても津波が来ても私に二つの心はありません。あなたを思う気持ちしかありません。あなただけを思います！あなただけを！

曲。踊る。（Vesta ）
◯

下駄箱探偵団出てくる。

団員　　私たちは一体何を探しているんでしょう？

団員　　目撃者もいない。

団員　　動機も分からない。

団員　　物的証拠は手紙だけ。

団員　　私たちはムダな調査をしているのではないでしょうか？

団長　　そうだろうか？私たちは少しずつ真相に近づいてはいないだろうか？

団員　　どういうことですか？！

団長　　私たちが知らなくてはいけないのは？

団員　　手紙を入れた犯人です。

団長　　ノンノンノン！

団員　　違うんですか？

団員　　じゃあ、一体何を調べるんですか？

団長　　私たちが知らなくてはならないのは、苦しい胸の内。

団員　　苦しい胸の内？

団長　　そう。この手紙を入れたその人はいったい何を思っていたのか。何をしたくて手紙を書いたのか？

団員　　何かを伝えたかったから？

団長　　ではなぜ差出人の名前を書かなかったのか？なぜ宛名にその人の名前を書くこともしなかったのか？

団員　　分からない。

団長　　苦しい胸の内とは何か？！

団員　　えっと、、、お腹へってる。

団員　　怒られた。

団員　　トイレに行きたい。

団長　　ノン！

団員　　お金が足りない。

団員　　テストの点が悪かった。

団員　　もうじきマラソン大会。

団長　　ノン！

団員　　ケンカした。

団員　　友だちに無視された。

団員　　あ！、、、恋？！

団長　　そうだ。

団員　　でも、でも、恋って。

男の子が現れる。あとからぞろぞろと女の子たちがついてくる。押し合いへし合い、誰が男の子前に立つのか誰が言葉をかけるのか押し出したり押しのけたりが続く。その中から一人の女の子が出てくる。

全員　　おおおおおおお！！

固唾を呑んで見守る一堂。男の子の前で深呼吸をして口火を切る女の子。

女の子　　あの！

男の子　　ごめん。

他の女の子たちを引き連れて男の子は去っていく。

団員　　こういうのですよね？

団長　　そうだ！

団員　　こういうのって別に苦しいっていうか。楽しいっていうか。面白いっていうか。

団長　　それじゃまだまだ小学生並みだぞ！

団員　　それじゃ今までの調査対象はみんな？

団長　　そうだ苦しい恋をしていたじゃないか。

団員　　え？ど、どこ？

団員　　どこらへん？

団長　　お前ら！わからなかったのか！！

団員　　はい。ちっとも。

団長　　この、バカバカバカ。それじゃちっとも真相に近づかないわけだ！

団員　　すいませーん。

団長　　仕方がない！このまま調査を続行し差出人不明の手紙が入っていた下駄箱の怪事件を見事解き明かさなくては！

◯傘をもってでてくる　音楽（Vardeldur）
私が好きなのは男の子

私が好きなのは女の子

私が好きなのは先輩

私が好きなのは先生

私が好きなのは友だち

私が好きなのはスポーツ

私が好きなのは本

私が好きなのは虫

私が好きなのはイルカ

私が好きなのはじゃがいも

私が好きなのはブロッコリー

私が好きなのは干した布団の匂い

私が好きなのは部屋の掃除

好きって言葉がぐるぐる回る。

あれも好きだしこれも好き。

好きって言葉が特別になる。

誰にもこれが好きって言えない。

普通という名の怪物がいて、私の好きは潰される。

何を好きなら普通なの？

誰を好きなら普通なの？

好きにならないだってある。

普通てあるの？

普通ってなに？

私が好きなのはあの人。

私はあの人が好き。

◯

一人の女の子が詩を読み上げている。

女の子５　私の上に降る雪は真綿のようでありました

私の上に降る雪はみぞれのようでありました

私の上に降る雪はあられのように散りました

私の上に降る雪はひょうであるかと思われた

私の上に降る雪はひどい吹雪とみえました

私の上に降る雪はいとしめやかになりました・・・

女の子６　　なにそれ？

女の子５　え？中原中也。

女の子６　へ？

女の子５　だから中原中也。

女の子６　ナカハラチュウヤ？

女の子５　そ。

女の子６　何かのお店？

女の子５　え？別のことばっか考えて。勉強、手についてないんでしょ？

女の子６　うん・・・

女の子５　見せてみて。

女の子６　え？いいよ。（とノートを隠す）

女の子５　なんで？少しは進んでるでしょ？

女の子６　だって、ほら、ちっともキレイじゃないし正解してもいないから。

女の子５　いいから。ほら。

女の子６　う、うん。

女の子５は女の子６の手からスルッとノートを取る。それをうれしそうに、気恥ずかしそうにして見ている女の子６。

女の子５　ちゃんとできてる。

女の子６　え？ちゃんとしてないよ。抜けてるし。

女の子５　答えも書いてあるし、この前言ったみたいに分からないところはちゃんと飛ばしてあるもの。

女の子６　本当にそれで良いの？

女の子５　いいのいいの。分からないところなんてどんだけ考えたって分からないんだから最初は飛ばしちゃえば良いの。

女の子６　そうか。そうなんだ。

女の子５　ちゃんとできてる。

女の子６　え、いや、えへへへ・・・

女の子５　この前の小テスト見せて。

女の子６　え？あ、うん。（カバンをごそごそとして紙を渡す）はい。

女の子５　上出来！ちゃんとできてるじゃん！

女の子６　そんなに飛ばしてあるのに、ちゃんとできてるって。

女の子５　こうしてってお願いしたとおりにできてるんだもの。ちゃんとできてるよ。

女の子６　そう？そうか。そうなのか。うん。そんな風に言われたことないよ。穴あきのノートとかテストとか見てちゃんとできてるなんて。

女の子５　ふんふん。あ、惜しい！ほう、ああこっち行っちゃったのか。でも悪くないぞ。ああ、これはこっちじゃないかなあ。

女の子６　え？え？え？

女の子５　最後の問題までたどり着いてるじゃない。凄い！

女の子６　凄くないよ。凄いのはひめこちゃんの方だから。

女の子５　・・・

女の子６　私みたいに中途半端なのにそうやって声かけてくれて勉強の面倒もみてくれて。

女の子５　そんなことないよ。この問題、出来そう？

女の子６　え？うん。

黙々と取り組みだす女の子６。

女の子５　あなたは知らない。私がどれだけあなたに勇気をもらったか、あなたにどれだけ救われたか。体育の逆上がり私が出来なかった時・・・

過去の体育の授業

過去の女の子５　よいしょっ！

過去の先生　　なんだ！逆上がりも出来ないのか？！

過去の女の子５　（しゅんとする）

過去の女の子６　大丈夫できてるできてる。

過去の先生　次！前転！

過去の女の子６　それ！

過去の先生　なんだ！ぐちゃぐちゃだな！

過去の別の女の子　ねえ。あの子入ったらうちのチーム負けちゃうよ。

過去の女の子５　大丈夫大丈夫。回ってる回ってる。

過去の先生　次！跳び箱！

過去の女の子５　（失敗する）

過去の先生　なんだ！これぐらいも飛べないのか！

過去の別の女の子　　あの子入れたくないなあ。

過去の女の子６　できてないところなんて気にすることないよ。次行こう次！大丈夫大丈夫。

過去の女子５馬跳びをかろうじて飛ぶ。

過去の女の子５　　出来た！

過去の女の子６　　上出来！

女の子５　あなたは知らない。その声をかけた女の子が私だったことを。あなたは知らない。あなたにとって当たり前のその声が私をどれだけ救ってくれたか。

私の上に降る雪は

花びらのように降ってきます

薪の燃える音もして

凍るみそらのくろむ頃

私の上に降る雪は

いとなよびかになつかしく

手を差し伸べて降りました

私の上に降る雪は

熱い額に落ちくもる

涙のようでありました

私の上に降る雪は

いとねんごろに感謝して

神様に長生きしたいと祈りました

私の上に降る雪は

いと貞潔でありました

女の子５　　私が今みたいにできるようになったのは全部あなたのおかげなの。あなたが私に自信をくれたからなのよ。

女の子６　　出来た！

女の子５　　上出来！　　

◯

団員　　団長。

団長　　どうした？

団員　　どうしたら良いんですか？

団長　　何がだ？

団員　　だって、これが苦しい胸の内なんですか？

団長　　分からんのか！！

団員　　はい！

団長　　シッ！隠れろ！

女の子１が走ってくる。

女の子１　　あの！真行寺くん！

団員　　さっきの人です！

団長　　わかってる！

女の子１　　あの、わたし、わたし！

女の子２が追いつく。

団員　　団長！さっきの人です！

団長　　黙ってろ！

（以上のやり取りをしている間に女の子１の決死の告白は終わり、どうやらその様子から玉砕してしまったことが分かる。）女の子２女の子１の近くへと来る。

女の子１　　マキちゃん。わたし、わたしさあ。

女の子２　　がんばったよ。

女の子１　　うん。

◯
女の子７　ねえ、ねえ。私たちどうなっちゃうんだと思う？

女の子８　え？どういうこと？

女の子７　結婚したりするんだと思う？

女の子９　結婚とか考えたこともないよ。

女の子７　ね、するんだと思う？

女の子９　だから考えたことないって。

女の子７　じゃあ、考えて！

女の子たち　えええ。

女の子７　ほら、考えて。結婚とかするんだと思う？

女の子１０　どうだろう？しないんじゃない。

女の子７　え？なんで？

女の子１０　だって。結婚するって好きな人がいるからでしょ？

女の子７　うんうん。

女の子１０　その好きな人が結婚出来る人だったらってことでしょ？

女の子７　え？

女の子１０　違う？

女の子７　ちょっと待って。それは、考えてなかった。

女の子１０　だって、結婚出来る人とじゃなきゃ結婚できなくない？

女の子１１　たしかにね。

女の子１２　どんな状態を想像してたのよ。

女の子７　え？聞く？聞いちゃう？

女の子１３　じゃ、聞かない。

女の子７　えええ！聞いて！お願い聞いて！あのね、窓から海が見える教会でね。式を挙げてね。で、あの、両親への手紙ってやつやるの。

女の子８　いくつぐらいで？

女の子７　え？２５？いや、７？いやいや、うーんでも早いのもいいよね。１８とか１９とか。

女の子たち　へー。

女の子７　二人でライスシャワー浴びて、ファーストバイトやって。

女の子１４　なにその必殺技みたいなの。

女の子１５　知らないの？ケーキ食べさせるんだよ。

女の子１４　切るだけじゃなくて？

女の子１５　そうそう。ほっぺたクリームだらけにしてね。

女の子１６　美味しそうじゃん。

女の子１７　子どもが出来て。

女の子１８　家建てちゃったりして。

女の子１９　毎朝ご飯作って。

女の子２０　旦那の帰りが遅くなって。

女の子２１　それを待ってて寝ちゃったりして。

女の子２２　洗濯してる時にワイシャツに口紅の後を見つけて

女の子２３　これなに？

女の子２４　え？何って。なんだろうな。

女の子２３　ごまかさないで。

女の子２４　なんでもないよ。

女の子２３　ちゃんと言って。

女の子２５　ママどうしたの？

女の子２３　なんでもないのよ。おとなしく寝てなさい。

女の子２６　ある日旦那の勤めてた会社が倒産して。

女の子２７　大丈夫パートに出れば良いんだから。

女の子２８　パート先で若いバイトに一目惚れして。

女の子２９　ダメダメ私にはあの人がいるんだから。

女の子３０　奥さん！

女の子３１　ダメよ。そんな。

女の子３２　奥さんボク真剣なんです。

女の子７　こういうんじゃない！！

女の子たち　だよね。

女の子７　色々な苦労があるかもしれなけど二人で乗り越えて。

女の子３３　子どもは引きこもりになって。

女の子７　（睨む）

女の子３４　でも、立ち直って。

女の子３５　子どもも独り立ちして。二人で年を取って。

女の子３６　縁側でお茶して？

女の子３７　ねえ、二人で良かった？

女の子３８　え？

女の子３７　二人で暮らしてきて良かった？

女の子３８　何だよ今さら。

女の子７　私は幸せだったよ。

女の子８　出会ったのは

女の子７　中学校

女の子８　その時はこんな風になるなんて思わなかった。高校は別々で。

女の子７　大学もね。

女の子８　近所のコンビニで偶然再会して。

女の子７　あの時お金貸してくれて。

女の子８　困ってる人を助けるのは当然でしょ。

女の子７　この人優しいなって。中学の時のままだったら分からなかった事がいっぱいあった。

女の子８　お互い年を取った。

女の子７　良いんですよ。車いすぐらいまだまだ押せますよ。

女の子８　馬鹿言うな。

女の子７　平均寿命は女のほうが長いんですからね。

女の子８　いつの間にか孫まで出来て。

女の子７　孫の結婚式まで出れたらいうことないですよ。

女の子８　おいおい元気だな。

女の子７　ここまで来たらよくばりますよ。

女の子８　幸せだったんだろうな。

女の子７　ひ孫の顔まで見たいって言ったら元気で何よりですねって。でもね、お友達が一人ひとりいなくなっちゃって。せっかく仲良くなった人たちが亡くなっちゃうのは寂しいですね。ね。

返事がない。

女の子７　嫌ですよ。そんな。今にもお茶って言いそうな顔して。なんですか。ふざけるのはやめてくださいよ。顔上げてくださいよ。返事してくださいよ。昔みたいに、そう、中学生の時みたいにふざけんなお前って追いかけてきてくださいよ。あなたがいなくなったら毎日嫌味言う相手がいなくなっちゃうじゃないですか。あなたがいなくなったら誰に文句言えばいいんですか？あなたがいなくなったら、寂しいじゃないですか。置いて行かないでくださいよ。置いていかないで。

返事がない。

歌（秘密の物語）
ここにはあなたがいて、とりとめない話をするのでしょう。どうしてもこらえられない海の大きさについて　悲しみをすいとるほど　その人の目は強く光って
暖かい雪がこの街に　降り積もると　去っていく　そんな空気の色を・・・覚えていてください　流れ続ける風の中で　今日　ここにいたことを

団員　　苦しい胸の内って言うのは死んじゃうってことですか？！

団員　　死ぬのが苦しいってことじゃない。誰にももう伝えられないって言うことが苦しいんだよ。

団長　　いや、伝えられないって言うことだけじゃない。苦しいって言うのは、苦しいって言うのは、苦しいんだ。

団員　　団長！

団長　　全部を言葉に出来るなら、全部をうまく出来るなら、何も下駄箱に手紙を入れたりはしない！

団員　　みんな何かに苦しんで、みんな何かが出来なくて、みんな思いを伝えられない。

団員　　何だか片思いみたいです。

団長　　願わくば！そんな片恋を抱えた人たちが心慰め合い言葉をかわさなくてもお互いの健闘を心のなかで讃え合い見下したりけなしたりせず手を取り合うように黙っていられる。そんな関係になれれば良いのだが！

◯
別の図書委員が走ってくる。何か（下駄箱探偵団）とぶつかる。

別の図書委員　　痛った！

何か　　ごめんなさい。

別の図書委員　　ごめんなさいじゃないよ。どこ見てんのよ！

何か　　いや、あなたがなにか見ながら走ってくるからぶつかってしまったのではないでしょうか？

別の図書委員　　なに？あんた何？

何か　　あ、私は、、、、

別の図書委員　　まあ、いいや。気をつけてよね。

別の図書委員は走って行こうとする。

何か　　バスは来ないみたい。

別の図書委員　　え？

何か　　事故渋滞だって。

別の図書委員　　えええ？間に合わないじゃん！

何か　　どうしたの？

別の図書委員　　え？テレビ。

何か　　テレビ？

別の図書委員　　見たいテレビがあったのに間に合わないよ。

何か　　そんなに大事なの？

別の図書委員　　え？

何か　　その用事。

別の図書委員　　録画はしてあるけどファンとしては見逃せないもん。

何か　　そういうものですか？

別の図書委員　　そうだよ。一緒にヤキモキしてハラハラして爆笑して、ああ良いなあって画面見ながらニヤニヤしたいじゃん。

何か　　へー。

別の図書委員　　わかってるよ。変だって言うんでしょ？お母さんにも妹にも言われる。テレビ見ながら何をそんなにうんうん言ってるんだって。でもさ、面白いんだもん笑っちゃうじゃん。それにお母さんだって朝ドラ見ながらいちいち返事したり文句言ったりしてるし、妹だって朝からプリキュア歌いまくってるんだから一緒じゃん。

何か　　にぎやかなお家なんですね。

別の図書委員　　でも、ま、いっか。

何か　　あら。

別の図書委員　　こういうのはね、引きずったってしょうがないのよ。録画はしてあるわけだし、見られないってわけでもないからね。

何か　　その、誰を見るんですか？

別の図書委員　　え？◯◯くん！

何か　　◯◯くん、、、。

別の図書委員　　え？知らない？普通に知ってるでしょ。

何か　　いや。

別の図書委員　　まーじーかー。もっと布教活動に取り組まないとダメだな。今さ急に出てきた☓☓が勢力を拡大してきてて◯◯くんの立場が危ういのよ。ツイッターとかでもどれぐらい名前が出てきたかとか書き込み数によってランキングされて来週はオンエアされませんとか。本当に嫌がらせかって。

何か　　嫌がらせされてるんですか？

別の図書委員　　番組の作り方だから文句言えないけどせっかく撮ってきたものがあるのにテレビでやらないっておかしくない？

何か　　見れないわけですね。

別の図書委員　　見れなくはないのよ。ネット配信はやってるから。でもさ、見るためには課金されるのよ。

何か　　カキン。

別の図書委員　　やっぱ走って帰ろう。最後だけでも見れるかもだし。あんたも気をつけて帰ってよ。じゃ！

別の図書委員は数歩行ったところで振り返る。すると彼らの姿は見えない。

別の図書委員　　あれ？いたよね？え？誰が？気のせい？駄目だ。暑さにやられてる。

別の図書委員は歌を歌いながら走っていく。

◯
正体を表す下駄箱探偵団。

団長　　（ニコニコと）相変わらずだな。変わってない。

団員　　子どもの頃からよく遊んだ。

団員　　塾に通い、受験をし、年をとっていくごとに私たちの姿は見えなくなる。

団員　　見えなくなったらもう話をすることもない。

団員　　寂しいものですね。
団員　　それが人と私たちの間の約束事です。人として大きくなり大人になれば私たちが見えなくなる。

団員　　そうなれば我ら下駄箱探偵団に依頼を出すこともなくなる。

団員　　私たちが片思いをしているようです。

団長　　私たちは探しに行こう。苦しい胸の内を。

団員　　団長！次はどこへ？！

団長　　下駄箱だ！

音楽。（Oyasumi)
おわり。

5　世田谷中学校　片恋同盟


